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「風舞」松永勉 1990

「OVALOGY」
松尾光伸 1978 

「夕鶴」新谷英夫 1960 
「港のキリン」
石川智弥 2011 

「イキハ・ヨイヨイ・カエリハ・コワイ」
最上壽之 1976 

「道標・鳩」
柳原義達
1972-87

「スウィング 86-02
（大空に向って）」
渡辺豊重 1986

「風の中」
加藤昭男 1978 

「セレナード」中岡慎太郎 

ミュージアムロード
サインモニュメント
榮元正博 2018 

「遥かなリズム」
新宮晋 1979 
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動物園前
には

カワイイ
マンホー

ル♪

どの角度が面白くとれるかな？！

公園でゆ
っくり♪

次のオブ
ジェの

場所をチ
ェック！

王子
公園

JR 神戸線

阪神電車

原田の森ギャラリー

「きいろとぶるう」
元永定正 2011

「PEASE CRACKER」
椿昇 2014

「Sun Sister（愛称：なぎさ）」
ヤノベケンジ 2015 

ミュージアム
ロードMAP

岩屋駅
は美か

えるカラ
ー！

どこに

オブ
ジェが

あるか

さが
すのも

楽しい
ね !

水道筋商店街▶

ブルメール
HAT 神戸 ●

ひょうご
国際プラザ ●

阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター ●

JICA
関西 ●

●兵庫県立美術館

●ＢＢプラザ美術館

神戸市立
王子動物園 ●

● 神戸文学館

●

「Kobe Frog（愛称：美かえる）」
フロレンティン・ホフマン 2011

なぎさ公園

遊歩道
（臨港線跡）

文

横尾忠則現代美術館

※写真のビルの 2 階に「BBプ
ラザ美術館」があります。

カバさんベンチ
で

ちょっと休けい！

「風景（4）　森」
増田正和 1987 

「無意味の存在」小林陸一郎
左1985・右1986

「青りんご」
安藤忠雄
2018
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お気に入りのアートに出会う

屋外彫刻にも

切って使える
MESSAGE CARD

&
MAP付

神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
［開館時間］10時～18時　※特別展会期中の金・土曜は20時迄 ※入場は閉館の30分前迄
［休館日］月曜（祝休日の場合は翌日）［観覧料］展覧会ごとに問合わせ
［HP］www.artm.pref.hyogo.jp/

西日本最大級 ! 海辺の巨大美術館

円形テラス

注目！
屋外にも
彫刻作品や
建築と風景を
楽しめる
スペースが満載。

『日の鞍』山口牧生 1975

『ゴスラーの戦士』ヘンリー・ムーア1973-74 『エッフェル塔 -板状』
セザール1989

『くるくるきいろ』元永定正 2009

『上を向いた２本の線－30フィート』
ジョージ・リッキー 1988

1F
「住み処」
オシップ・ザッキン1963-67

『不在の中のかたち26』
今村輝久 1978 

入口

2F

大階段に座って
海を見渡せる！

神戸市立王子動物園
　　　 ☎078-861-5624約130種800点の動物の中でも人気は、ジャイアントパ

ンダとコアラ。王道アイドルを一緒に見ることができる
日本で唯一の動物園。 また動物型ゴンドラが回る観覧
車などのある遊園地も併設。春は桜＆夜桜ライトアップ、
秋の紅葉、異人館の旧ハンター住宅など、見所満載！

パンダ＆コアラに胸キュン♥
雌のジャイアントパンダ「旦旦（タンタン） パンダ」

桜の時期は特に人気

神戸市灘区王子町3-1
［時間］3～10月  9時～17時
　　　11～2月  9時～16時30分
［休園日］水曜
［入園料］600円、中学生以下無料
［HP］www.kobe-ojizoo.jp/

神戸文学館
　　　 ☎078-882-20281904年、原田の森に建てられた関西学院のチャペルを修

復した近代文学館。館内では明治以降の神戸にゆかりの
ある文学者を時代ごとのテーマに沿って紹介。またサロン
では神戸を愛し、神戸を描いた作家たちの作品、1,000冊
を収めた「神戸の本棚」を自由に閲覧できる。

赤煉瓦造りのチャペルを
そのまま生かして

神戸最古の木造教会建築である赤煉瓦造りのチャペルを修復

神戸市灘区王子町3-1-2
［時間］平日/10時～18時
　　　 土・日・祝/9時～17時
［休館日］水曜　［観覧料］無料
［HP］www.kobe-np.co.jp/info/
　　  bungakukan/

兵庫県立美術館 ☎078-262-0901

横尾忠則現代美術館　
神戸市灘区原田通3-8-30
［開館時間］10時～18時　※最終入館17時30分
　　　　　（企画展開催中の金･土曜は20時迄）
［入館料］展覧会ごとに問合わせ
［休館日］月曜（祝日の場合翌日）
［HP］www.ytmoca.jp/

兵庫県が生んだ世界的なアーティスト、横尾忠則氏の
作品を収蔵・展示する美術館。横尾作品に関連する
テーマ展など、多彩な展覧会を開催する。1階は入場料
なしで自由に入れるパブリック空間で、講演会やコン
サートを随時開催。ヨコオグッズを購入できるショップ
も人気が高い。また４階にはデザイン原稿、蔵書、LPレ
コードといった資料を保管するアーカイブルームがあ
り、事前申請すれば貴重なそれら資料を閲覧できる。

☎078-855-5607

極彩色の作品が印象的な奇才
県立美術館王子分館の西館を改修して開館

レクチャーやワークショップ等、
様々なイベントを展開する
「オープンスタジオ（1F）」

兵庫県立美術館がある●エリア横尾忠則現代美術館がある●エリア北 南

Sun Sister
ヤノベケンジⓒ 2015 Kenji Yanobe
写真提供：KENJI YANOBE Archive Project

 「PEASE CRACKER」
 椿 昇 2014 

月に２回、「土曜サロン」と称し、文学講座や
ライブ、ピアノやバイオリン演奏・合唱などを
開催（要申込・参加料 200円）。 

海のデッキ 第2展示棟（Ando Gallery）

近代洋画の巨匠・小磯良平の記念室。約５００
点もの作品を有し、代表作を中心に２０数点を常
時展示 

「アーカイブルーム（4F）」では横尾氏が保管し
ていた資料などを段階的に整理・公開

ミュージアムロードの南端、建築家・安藤忠雄氏の
設計で誕生した西日本最大級の美術館。話題性に
富んだ国内外の作品を展示する特別展はもちろん、
小磯良平や金山平三など兵庫ゆかりの作家を中心と
した10,000点を超える所蔵作品も順次展示。エント
ランス、回廊、テラス…、多彩な表情を見せる建築各
所にも注目！ 2019年には、安藤氏の建築作品や社
会活動を紹介する入場無料の常設展示施設「Ando 
Gallery」がオープン。


